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鉄筋の拘束作用により版部材に生じる初期ひび割れに関する 

実験的研究 
 

Experimental Study on the Occurrence of Initial Cracking in Concrete Slabs caused by the Restraint 
Action of Reinforcing Bars 
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キーワード：  

The method of evaluating initial cracking caused by contraction of early-aged concrete members and 

comparative restraint has not been clarified.  

This paper describes the results of exposure experiments conducted over a one year period to 

investigate changes in the tensile stress of full-scale floor slab specimens with varied reinforcement 

content. Initial cracks were observed by accumulating the tensile stress of 2.5N/mm2 in specimens with 

7% of the reinforcement ratio, which was a little greater than the PRC members, though a tensile stress of 

0.5N/mm2 was generated in specimens with 1% of the reinforcement ratio corresponding to PC members. 
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初期ひび割れを研究する上で標準的に実施されてきた

JCI 自己収縮試験等も同時に実施し，実物大模型との対

比を行った。 

 

２．実験概要  
 

（１）供試体および施工方法 

 図-1，図-2に供試体寸法および鉄筋配置を示す。供試

体は，一般的な PC 箱桁から厚さ200mmの床版部材を一

部 ( 幅 550mm) 切り出したと想定したものである。両側

面にはシールを施し，乾燥は上下面からのみとした。

case0 は無筋の供試体で， case1 が一般的な PC 部材を

想定して鉄筋径D13で鉄筋比 1.2 ％， case2 が現行の

PRC部材を想定して鉄筋径D25で鉄筋比 4.6% を配置し

た。 case3 は比較用として鉄筋を過剰配置したものであ

るが，図 -3(a) に示す JCI 自己収縮応力試験供試体 1) と

同じ鉄筋径D32で鉄筋比 7.2 ％を配置したもので，この

供試体を10個束ねたものとして比較することができる。 

 本実験結果と既往の研究成果との関係を比較するた

め，標準的に実施されている図-3に示す JCI 自己収縮応

力試験体（case4-1， 4-2 ）および JIS 供試体 (case5-1 ～

5-3)を 2 回目のコンクリートと同時に作製し，表-1に示

す環境下で約 1 年間暴露を実施している。 

 また，打ち継ぎ目の影響を把握するため，供試体の半

分の 1500mm(1 次コンクリート ) を打設し，翌日に鉛直

打ち継ぎ目を入念にチッピング処理し， 1 週間の材齢差

で残りの 1500mm(2 次コンクリート ) を打設している。

写真-1，写真-2に配筋状況および打ち継ぎ目処理状況を

示す。図-4に計測器の配置状況を示す。端部から800mm

区間は鉄筋の定着区間とし，その内側の鉄筋ひずみ分布

を計測した。一部，コンクリート中心部にもコンクリー

ト埋込みゲージを配置している。 

表-1 暴露試験環境 

幅 高さ 長さ

(mm) (mm) (mm)

case4-1 全面シール －

case4-2 － ○

case5-1 全面シール －

case5-2 ○

case5-3 現場 ○

収縮ひずみ

自己収縮 乾燥収縮

○100 100

100 100

1500

400

D32

－ －
－

○
恒温恒湿室

JIS

恒温恒湿室7.94%JCI

鉄筋比 環境 備考試験体

寸法

鉄筋径

図-1 供試体平面図 
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図-3  JIS 供試体および JCI 自己収縮応力試験体
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（２）コンクリートの配合およびコンクリートの品質 

表-2

PC 40N/mm2

表-3

図-5 図-7
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表-4

1 図-5

 

 

（３）暴露環境および気温，湿度 

図-8 図-9 ( )
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３．実験結果  
 

（１）計測ひずみの整理方法 

表-2
W/C S/a スランプ 空気量 セメント

種類

39.5% 40.0% 8.0cm 2.0% 早強

混和剤

セメント 水 細骨材 粗骨材

400 158 726 1094 減水剤

単位量(kg/m3)

表-3  
スランプ 空気量 コンクリート温度 外気温

（cm） （%） （℃） （℃）

1次コンクリート 8.5 1.6 12.0 10.0

2次コンクリート 8.5 3.6 14.5 9.5

表-4  

設計値 静電容量法 高周波加熱法 エアメータ法

（kett製） （電子レンジ）

1次コンクリート 181.8 168.6 175.4

2次コンクリート 181.4 174.9 165.4

単位水量(kg/m3）

158.0
図-9  
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（２）無筋コンクリートの収縮ひずみ 
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（３）鉄筋コンクリートの収縮ひずみ 

図 -15
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図 -12  
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（４）鉄筋拘束により生じるコンクリート引張応力 
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図 -18 図 -3(a) JCI
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（５）打ち継ぎ目の影響 
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